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１．プログラムディレクター（ＰＤ）について
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福田 敏男

１９７７年 東京大学 大学院博士課程 修了
１９７７年 通産省工業技術院 機械技術研究所 研究員 主任研究官
１９８３年 東京理科大学 工学部機械工学科 助教授
１９８９年 名古屋大学 工学部機械工学第2学科 教授
２００２年 名古屋大学 大学院工学研究科

マイクロシステム工学専攻・機械システム工学科教授
２０１３年 名城大学理工学部メカトロニクス工学科 教授
２０１９年 名城大学大学院理工学研究科 教授

IEEE President and CEO(2020年)、 2005年文部科学大臣表彰科学技術賞、
2013年度産学官連携功労者表彰文部科学大臣賞、2015年紫綬褒章受章

名城大学大学院理工学研究科 教授
IEEE President and CEO
知能化ロボットシステム研究の先駆者であり、微小から大規模で複雑な
システムまでを統一的に扱えるシステム研究の第一人者。
2020年 IEEE President and CEOに就任。



参考：総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会（令和2年1月30日）会議資料

人とロボットが共生する社会2050年までに、AIとロボットの共進化によ
り、自ら学習・行動し人と共生するロボット
を実現

＜ターゲット＞
• 2050年までに、人が違和感を持たない、人と同等以
上な身体能力をもち、人生に寄り添って一緒に成長
するAIロボットを開発する。

• 2030年に一定のルールの下で一緒に行動して90％
以上の人が違和感を持たないAIロボットを開発する。

• 2050年までに、自然科学の領域において、自ら思
考・行動し、自動的に科学的原理・解法の発見を目
指すAIロボットシステムを開発する。

• 2030年までに特定の問題に対して自動的に科学的原
理・解法の発見を目指すAIロボットを開発する。

• 2050年までに、人が活動することが難しい環境で、
自律的に判断し、自ら活動し成長するAIロボットを
開発する。

• 2030年までに、特定の状況において人の監督の下で
自律的に動作するAIロボットを開発する。

・2050年までに、人と同じ感性、同等以上
の身体能力をもち、人生に寄り添って一緒
に成長するAIロボットを開発。

２．ムーンショット目標について
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知識
意図
学習

認識
判断
制御

情動
注意
共感

センシングアクチュエーション

動力

記憶 AI技術 自己発展型学習

ロボティクス 高度な身体性

「自ら学習・行動する自己発展型ロボット」を構成する要素技術

３．目標の補足説明
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４．公募等に関する基礎情報

１．公募期間
令和２年２月２０日～６月２日

２．審査・採択スケジュール
令和２年６～７月 書類選考
８月１６日、１７日 面接選考
９月中旬 採択予定

３．応募者
３０人
４．採択候補
４人（大学等の公的研究機関４人）
５．その他
９月中旬～ 作り込み (ポートフォリオ構築に向けた研究計画の見直し) ※
１１月以降 契約・研究開始
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※作り込みで実施する内容：
ü 研究開発プロジェクトの内容のブラッシュアップ（見直し及び具体化）
ü 具体的な研究開発計画及び研究開発体制の立案
ü 研究開発体制の構築 など



氏名
（年齢） 所属・役職 研究開発プロジェクト名

(提案された研究開発費) 研究開発プロジェクト概要

菅野 重樹
早稲田大学
理工学術院
教授

一人に一台一生寄り添うスマー
トロボット

柔軟な機械ハードウェアと多様な仕事を学習できる独自のAIと
を組み合わせたロボット進化技術を確立します。それにより
2050年には、家事、接客はもとより、人材不足が迫る福祉、
医療などの現場で、人と一緒に活動できる汎用型AIロボットの
実現により、人・ロボット共生社会を実現します。

永谷 圭司
東京大学
大学院工学系研究科
特任教授

多様な環境に適応する協調型
AIと群ロボットによるインフラ建
設の革新

建設AIの研究開発、小型建設ロボットの開発、ロボット群の協
調動作に関する研究を行うことで、インフラ建設手法を革新し、
建設業における人材不足の解消ならびに生産性向上の実現を
目指します。それにより2050年には、建設現場のみならず、極
限環境下(月面、被災現場等)におけるインフラ建設を実現しま
す。

原田 香奈子
東京大学
大学院医学系研究
科・工学系研究科
准教授

人とAIロボットの創造的共進化
によるサイエンス開拓

人とAIロボットをシームレスに一体化し、その中で人とAIロボッ
トの相互作用を自在に変える「システム境界構成学：Self-
Transformatics」を確立します。人とAIロボットの関わり合
いを自在に変えることにより、未経験の環境でも対処出来るAI
ロボットを開発します。それにより2050年には、サイエンス分野
においてAIロボットによる科学原理・解法の発見を実現します。

平田 泰久
東北大学
大学院工学研究科
教授

誰一人取り残さない多様性と包
摂性のある社会を実現するため
のAIロボット群と創る新しいライ
フスタイル

異なる形状・機能を有するAIロボット群が個人に適応した「ふる
まい」を生成し、成長段階や目的に応じて継続的な支援を提供
するシステムを開発します。それらAIロボット群との共生により、
2050 年までに、誰一人取り残さない多様性と包摂性のある
社会を実現します。
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（参考）採択案（ＰＭ候補）について

※研究開発プロジェクト名及び概要は作り込みを経て変更される場合があります。



AI分野の研究動向～AIロボットへの道～

l エキスパート
システム

l オントロジー
l 非線形SVM

l 深層学習

l 辞書・ルールベース
自然言語処理

l 並列Web検索
l 指紋・文字認識 l ニューラル自然言語処理

意思決定・合意形成支援★
データに基づく問題解決★

社会におけるAI★

☆ 機械学習 (の新理論)
☆ 計算脳科学 (の進展)

a. 理論の革新

b. 応用の革新

c. 社会との関
係

第三次AIブームからは
この視点が特に重要に

これまでAIブームは
技術がドライブ、
次の技術ブレークスルー
への期待が高まる

第三次AIブームでは
応用が爆発的に拡大し、
応用革新につながる
技術チャレンジが進展

u ダートマス会議:AIの概念誕生

u Watson:クイズ王に勝利

u AlphaGo:
プロ棋士に勝利

u DeepBlue:チェス王者に勝利

u 第五世代コンピュータ

u 情報大航海

u Siri:携帯
音声対話

u ILSVRC2012:
深層学習圧勝

u 米Big Data R&D Initiative
l MapReduce

第一次
AIブーム

第二次
AIブーム

第三次
AIブーム

u Google台頭

インターネット
普及拡大

取
り
組
み
の
広
が
り

u オズボーン論文:雇用の未来

l マルチエージェント
システム

★ AIソフトウェア工学
☆ 自然言語処理 (の新展開)

l 一般物体認識

☆ 画像・映像解析 (の新展開)

u フェイクニュース
☆ さらなる研究発展
★ 新たな研究課題

俯瞰で取り上げる研究領域

l 台頭した技術
u エポック

u Project Debater

出典：「研究開発の俯瞰報告書 システム・情報科学技術分野(2019年)」 2.1節より（ただし、2020年まで）
https://www.jst.go.jp/crds/report/report02/CRDS-FY2018-FR-02.html

人間に寄り添い、成長する

自律的に判断し、成長する

自己発展型学習

第2世代AI
ルールベース

第3世代AI
機械学習

第4世代AI
融合型へ

第1世代AI
探索

第5世代
AIロボット融合

l パラメトロン

1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

u 雇用の未来
47％の仕事がAI・ロ
ボットに代替される

u シンギュラリティ
GNRが人類を超える

統合型AI(ロボットの知能)

共進化
AIとロボット
AIロボットと人
⇓
人とAIロボット
の共生

人が違和感を持たない身体性
特定領域で活躍するロボット

ロボットへのAI技術の融合

５．研究開発の進め方等について（１）
５．１．プロジェクト構成の考え方、資金配分方針（承認・助言事項）
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u 自然科学に
おける新たな
発見・解法



ロボット研究主体 AI研究主体

自律的に判断し、成長するための研究開発

人間に寄り添い、成長するための研究開発

５．研究開発の進め方等について（２）
５．１．プロジェクト構成の考え方、資金配分方針（承認・助言事項）
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菅野PM
一人に一台一生寄り添うスマー

トロボット

永谷PM
多様な環境に適応する協調型AI
と群ロボットによるインフラ建

設の革新

平田PM
誰一人取り残さない多様性と包摂
性のある社会を実現するためのAI
ロボット群と創る新しいライフス

タイル
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自己発展型学習人が違和感を持たない身体性
特定領域で活躍するロボット

統合型AI(ロボットの知能)ロボットへのAI技術の融合

今後AIロボットに必要となるAI技術に関しては、作り込み期間および、研究開発期間を通して、
積極的にAI研究者を取り入れ、競争、協働を促すようにPMを指導する。
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ü ポートフォリオ構築のために、各PMのプロジェクト内容等を調整し、競争、協働を促す。

ü海外機関(NSF/IROS等)との連携を進め、効率的かつ、最先端の研究開発を進める。

ü進捗状況に応じ、社会実装をめざし、企業との連携等を積極的に進める。

ü社会実装の観点から、AIロボットの社会受容性（安心安全、ELSIの視点を含む）に
関する検討を進める。

ü目標３内のPM・PI間の連携・協調による相乗効果を引き出すとともに、他のMS目標
（特に目標１）と連携した会議・ワークショップ等のイベントを定期的に開催する。

ü各PMの作成するデータマネジメントプランに基づき、適切な研究データの
管理・利活用を図るようプロジェクトの実施体制を整備する。

５．研究開発の進め方等について（３）
５．２．社会実装等の方策、国際連携促進（助言事項）


